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国
民
年
金
　
学
生
の
方
で

年
金
の
納
付
に
お
困
り
の
方
は

　

所
得
が
な
い
学
生
の
方
が
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を

防
ぐ
た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
こ
の
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類　

　
（
●
…
必
要
、
○
…
場
合
に
よ
っ
て
必
要
）

●
国
民
年
金
手
帳

●
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
）

○
会
社
を
離
職
し
学
生
に
な
っ
た
方
は
雇
用

保
険
離
職
票

※
詳
し
く
は
、
20
歳
に
な
っ
た
際
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
届
い
た
チ
ラ
シ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所
（
☎
０

５
７
４
―
25
―
８
１
８
１
）、
国
保
年
金

課
年
金
係（
☎
23
―
６
７
２
４
・
６
７
２
５
）

高
齢
者
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
入
浴
助
成
券

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、平
成
25
年
度
「
高

齢
者
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
入
浴
助
成
券
」
の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
助
成
券
は
、

市
内
４
つ
の
入
浴
施
設
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
助
成
額
は
、
助
成
券
１
枚
に
つ
き
２

０
０
円
で
す
。

■
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方　

※
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の

方
は
除
く
。

■
交
付
方
法　

印
鑑
お
よ
び
ご
本
人
と
確
認

で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持
参

し
、
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
事
務

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
さ
れ

た
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
１
カ

月
あ
た
り
１
枚
の
助
成
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。

■
利
用
で
き
る
入
浴
施
設　

▽
倉
知
温
泉
マ
ー
ゴ
の
湯
（
倉
知
）

▽
板
取
川
温
泉
バ
ー
デ
ェ
ハ
ウ
ス
（
板
取
）

▽
武
芸
川
温
泉
ゆ
と
り
の
湯
（
武
芸
川
町
八

幡
）

▽
上
之
保
温
泉
ほ
ほ
え
み
の
湯
（
上
之
保
）

■
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―
７
７
３

０　

23
―
７
７
４
８
）

ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者

慰
労
金
・
紙
お
む
つ
購
入
券

の
支
給
の
申
請

【
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰
労
金
】

■
対
象　

市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、
要
介

護
３
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方

■
支
給
額　

月
５
０
０
０
円

■
対
象
月　

平
成
24
年
10
月
～
平
成
25
年
３

月
分

■
申
請
期
間　

４
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）

【
紙
お
む
つ
購
入
券
の
支
給
】

■
対
象　

要
介
護
３
以
上
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
ね
た
き
り
や
認
知
症
の
た
め

に
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方

■
購
入
券　

月
５
０
０
０
円
分

■
費
用　

１
割
の
負
担
が
必
要

※
ど
ち
ら
も
、
入
院
・
入
所
な
ど
で
１
カ

月
の
う
ち
８
日
以
上
自
宅
に
い
な
い
期

間
が
あ
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
慰

労
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
滞

納
の
あ
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
の

証
明
が
必
要
で
す
。

■
申
請
・
照
会
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―

　

７
７
３
０
）
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

本
を
読
も
う
！

毎
月
第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日

　

読
書
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を
育
む
読
書

の
ま
ち
関
市
を
目
指
し
て
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
読
書
の
日
」
と
し
ま
す
。

　

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
ま

す
。
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
に
は
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
を
ち
ょ
っ
と
お
休
み
し
て
家
族
で
読

書
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

23
―
７
７
７
８
）
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